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平成 年度確認調査報告



例 言

．本書は千葉市若葉区加曽利町 他に所在する、花輪貝塚の確認調査報告書である。平成 年に

確認調査を行い、整理は平成 ・ 年度に千葉市の委託を受けて千葉市教育振興財団埋蔵文化財調査

センターが実施した。

．確認調査は、対象 を、平成 年 月 日 平成 年 月 日に、田中英世・

塚原勇人が担当して行った。

．整理作業は、平成 年 月に遺物の水洗・注記を、平成 年 月 日 平成 年 月 日に遺物の

接合・実測・図版作成等を田中が担当して行った。

．人骨の分析は松村博文氏（札幌医科大学）に、自然遺物の分析は鶴岡英一氏（財団法人市原市文化

財センター）にお願いし、玉稿を賜った。

．遺構の写真撮影は発掘調査担当者が行い、遺物の写真撮影は青柳すみ江が行った。

．剥片石器の分類・石材鑑定については簗瀬裕一氏（千葉市立加曽利貝塚博物館）のご教示を得、そ

の他の石器の石材鑑定は中村理科工業会社製 岩石標本 により田中が行った。

．出土資料及び調査記録等は千葉市埋蔵文化財調査センターで保管している。

．発掘調査は、屋代昭・松本英一・高橋明子・小山和男・佐藤智子・生田幸志朗、整理には松本英

一・小山和男・加藤夏姫の参加を得、堀越正行（市川考古博物館）・金子浩昌・樋泉岳二・静間景吾

（早稲田大学）・西野雅人・鶴岡英一・忍澤成視・近藤敏（市原市文化財センター）・蜂屋孝之（東総

文化財センター）・小笠原永隆・大内千年・安井健一（千葉県文化財センター）・建石徹（東京芸術

大学）・植月学（山梨県）・簗瀬裕一・菊池健一（千葉市立加曽利貝塚博物館）の各氏に御指導・御

助言を賜った。また報告書刊行まで、千葉県教育庁文化財課・千葉市教育委員会文化課・出光興産株

式会社・五洋建設株式会社・秋田かな子（東海大学）・加藤緑（大田区立郷土博物館）・柳沢清一

（千葉大学）・千葉市立加曽利貝塚博物館・（財）市原市文化財センター・（財）東総文化財センター

の諸機関・諸氏の御指導・御協力を賜った。感謝申しあげる。



凡 例

．遺構実測図は、現地で ・ で記録したものを、任意の縮尺で縮小、遺物実測図は原寸で実

測したものを、基本的に土器 ・土器片 ・石器 ・小型石器 に縮小した。縮尺は図

中にスケールで表示してある。

．本書に使用した地形図及び空中写真は、以下のとおりである。

第 図 千葉都市基本図 を改変

第 図 陸軍迅速図 を改変

図版 沢本吉則写真事務所 平成 年撮影

．写真図版の遺物スケールは縮尺不同である。

．図中のスクリントーンは下記を表示している

焼土 貝層 繊維入り土器 須恵器 灰釉 赤彩 
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．調査に至る経緯

花輪貝塚は、国指定史跡加曽利貝塚の南約 。舌状台地の縁辺に所在する大型環状貝塚である。

過去に発掘調査の記録はないが、大型の貝塚として知られていた。周辺の宅地化が進む中、花輪貝塚の

残る山林は貴重な緑地として貝塚と共に良好な状態で残されてきた。しかしながら周辺地より徐々に開

発の波が及んできた。

平成 年 月 日、土地所有者である出光興産株式会社から土地売買のための事前調査として、花輪

貝塚の残る山林 について、 埋蔵文化財の所在の有無およびその取り扱いについて（照

会） の文書が千葉市教育委員会教育長あてに提出された。市文化課では現地踏査の結果に基づき、同

年 月 日付けで照会地の全域について埋蔵文化財が所在する旨を回答した。

その後、土地所有者から土地の利用方法についての検討を依頼された株式会社五洋建設東京支社を通

じて協議を進めることになり、埋蔵文化財の保護を含め、開発・売却等、土地利用の方法が検討され

た。

協議の過程において、遺跡の規模および性格を把握するための、確認調査を実施することとなった。

調査にあたっては、株式会社五洋建設東京支社の委託を受け、千葉市教育委員会の指導のもと、財団法

人千葉市教育振興財団が、平成 年 月 日から平成 年 月 日まで実施した。 （市文化課）

．花輪貝塚の概要

．遺跡の立地と環境（第 図）

花輪貝塚は千葉市の市街地から東へ 、国道 号線（東金街道）沿いの台地上に立地する。周辺

の地形は、千葉市の中央を東から西へ流れる都川により大きく 分されている。北側は葭川や古山支谷

に、南側は都川本流や支流の仁戸名支谷に解析された樹枝状の舌状台地が発達する。都川本流の北岸は

急激な崖線を形成しており、南岸は千葉段丘の緩斜面地形が発達している。貝塚は、都川本流と仁戸名

支谷の合流点東側の北岸で、南から入り込む小支谷の奥、標高 の舌状台地上に立地する。周辺地域

は加曽利貝塚をはじめとし、各時期の著名な遺跡が密集する地域であり、時期を追って概観してみる。

旧石器時代では、立木南遺跡（ ）からナイフ形石器を含む ヶ所の石器集中地点が検出されている

他、若郷遺跡（ ）から断片的に遺物が出土している。

縄文時代早期では、向ノ台貝塚（ ）から茅山式期の住居と人骨 体が、加曽利南貝塚（ ）の東斜

面から茅山式期の炉穴 基が、古山遺跡（ ）から早期末葉の集石遺構 基が検出されている。

前期では、貝塚町貝塚群の中に荒屋敷西貝塚（ ）等の小貝塚が出現し、加曽利南貝塚東斜面から黒

浜式期の住居 軒が、古山遺跡から興津式期の住居 軒が検出されている他、木戸場貝塚（ ）から諸

磯式土器が出土している。宝導寺台貝塚（ ）では、前期中葉から中期前葉の厚さ の貝層と焚き火

跡が標高 の沖積層中に検出され、問題を提示している。

中期以降は、葭川流域に草刈場貝塚・荒屋敷貝塚（ ）・台門貝塚（ ）、古山支谷に加曽利北南両貝
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１．花輪貝塚　２．加曽利貝塚　３．荒屋敷貝塚　４．台門貝塚　５．荒屋敷西貝塚　６．木戸場貝塚　７．向ノ台貝塚 
８．宝導寺台貝塚　９．大作北遺跡　10．加曽利西貝塚　11．加曽利貝塚隣接地遺跡　12．古山遺跡　13．若郷遺跡 
14．大泉台古墳群　15．若郷古墳群　16．台畑古墳群　17．新山古墳群　18．立木南遺跡　19．和田前遺跡　20．田向南遺跡 
21．城ノ腰遺跡　22．星久喜遺跡　23．矢作貝塚 

第１図　花輪貝塚周辺遺跡分布図 
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塚、都川南岸に月ノ木貝塚・へたの台貝塚等の大型環状貝塚が形成される。荒屋敷貝塚・加曽利北貝

塚・月ノ木貝塚は中期中葉の阿玉台式期から加曽利 式期前半に貝層及び住居が形成されているが、草

刈場貝塚・台門貝塚は後期が主体をなす。加曽利貝塚周辺では、西側に大作北遺跡（ ）と加曽利西貝

塚（ ）、南側に加曽利貝塚隣接地遺跡（ ）、東側の古山支谷を挟んだ対岸に滑橋貝塚・広ヶ作遺跡等

の加曽利 式期後半から称名寺式期の貝層及び遺構を伴う遺跡が展開する。月ノ木貝塚に隣接したへた

の台貝塚では、平成 年の調査で加曽利 式期の人骨 体が土壙内から検出されており、両貝塚の集

落形成時期には若干のずれが認められる。仁戸名支谷東岸では、中期の城ノ腰遺跡（ ）・坊屋敷遺跡

等があるが、貝層形成は認められない。築地台貝塚では縁辺部から加曽利 式期末期のブロック貝層が

検出されているが、大型の貝塚形成は後期以降である。

後期の遺跡としては他に都川河口に矢作貝塚（ ）、都川南岸に、押元貝塚・瀧ノ谷遺跡が、仁戸名

支谷東岸には、築地台貝塚・長谷部貝塚等の大型貝塚が形成される。矢作貝塚では、武田宗久氏の調査

による 体合葬例をはじめとして 体の人骨が検出され、堀之内式期貝層も検出されている。先行する

酒詰仲男氏の調査では加曽利 式及び晩期が出土する地点も確認されている。

弥生時代では、中期の拠点的遺跡として都川南岸の星久喜遺跡（ ）と城ノ腰遺跡（ ）があるが、

後期から古墳時代前期の遺跡は、田向南遺跡（ ）を始めとして都川両岸に急増する。中世以降の遺跡

は、城ノ腰遺跡をはじめとして都川南岸に多く認められる。

花輪貝塚を載せる台地西側には、古墳時代前期から平安時代の住居 軒を検出した立木南遺跡

（ ）、円墳 基と弥生時代から古墳時代の住居 軒を検出した田向南遺跡（ ）、弥生時代後期から古

墳時代前期の住居 軒と方形周溝墓 基を検出した和田前遺跡（ ）が存在し、台地東側には縄文時代

前期の住居 軒と弥生時代後期から古墳時代前期の住居 軒を検出した古山遺跡（ ）、古墳時代の住

居 軒を検出した若郷遺跡（ ）の他に、前方後円墳を伴う新山古墳群（ ）、台畑古墳群（ ）、若郷

古墳群（ ）等の弥生時代から平安時代の多くの遺跡が存在する。加曽利貝塚と花輪貝塚は南側の小谷

により区切られているが、その間には縄文時代の住居が検出されている古山遺跡と永作北遺跡の 遺跡

がある。周辺遺跡の検証からは堀之内式期という単一時期の斜面貝層を有する貝塚は花輪貝塚のみで、

特に都川下流域でも特殊な存在であるといえる。

．花輪貝塚と周辺貝塚（第 図）

花輪貝塚は都川下流域に位置する。周辺には縄文時代の多くの貝塚が存在する。下流域に突出する低

台地には、向ノ台（ ）・木戸場貝塚（ ）等の早・前期の貝塚が立地し、沖積地には前期後半の宝導

寺台貝塚（ ）が存在する。葭川流域には、後晩期の草刈場貝塚（ ）・荒屋敷貝塚（ ）・台門貝塚

（ ）が、また北 に位置する加曽利貝塚（ ）とその周辺には、加曽利西貝塚（ ）・滑橋貝塚

（ ）・広ヶ作貝塚（ ）等の中期後半の貝塚が、古川支谷を隔てた東側には蕨立貝塚（ ）・さら坊貝

塚（ ）・台貝塚（ ）等の中期前半の貝塚が存在する。都川南岸には、矢作貝塚（ ）・押元貝塚

（ ）、仁戸名支谷下流西岸には月の木貝塚（ ）・へたの台貝塚（ ）・菱名台貝塚（ ）、東岸には築

地台貝塚（ ）、仁戸名支谷奥の平川支谷には台畑貝塚・長谷部貝塚・水砂貝塚が、仁戸名支谷最上流

部には六通貝塚が立地する。これらの貝塚は、荒屋敷貝塚・加曽利北貝塚・蕨立貝塚・さら坊貝塚・月
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１．花輪貝塚　２．加曽利北貝塚 
３．加曽利南貝塚　４．加曽利西貝塚 
５．草刈場貝塚　６．荒屋敷貝塚 
７．台門貝塚　８．荒屋敷西貝塚 
９．木戸場貝塚　10．向ノ台貝塚 
11．宝導寺台貝塚　12．滑橋貝塚 
13．広ヶ作貝塚　14．中雉遺跡 
15．蕨立貝塚　16．さら坊貝塚 
17．台遺跡　18．矢作貝塚 
19．亥鼻貝塚　20．道免貝塚 
21．高崎貝塚　22．月ノ木貝塚 
23．へたの台貝塚　24．菱名貝塚 
25．築地台貝塚　26．押元貝塚 
27．瀧ノ谷遺跡　28．多部田貝塚 

第２図　花輪貝塚周辺貝塚分布図 
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の木貝塚・菱名台貝塚のように、中期前半の阿玉台式期 加曽利 式期に貝層を形成する貝塚と、草

刈場貝塚・台門貝塚・加曽利南貝塚・矢作貝塚・押元貝塚・築地台貝塚・六通貝塚のように、後期の堀

之内式期以降に貝層を形成する貝塚がある。この両者はいずれも大型環状貝塚をなし、拠点的な集落を

構成する。この他に、滑橋貝塚・広ヶ作貝塚・へたの台貝塚のように中期中葉の加曽利 式・ 式期

に貝層を形成するものもある。花輪貝塚は、貝層形成が後期前半の堀之内式期に限定され、なおかつ大

型環状貝塚を形成しており、都川流域では異質な貝塚である。

．花輪貝塚の過去の調査

花輪貝塚は、古くは 兼坂貝塚 と呼称されていた。昭和 年の、酒詰仲男氏による 貝輪 （人類

学雑誌第 巻 号）の中で、イタボガキ製の貝輪の出土地として掲載されるのが初出と思われる。氏は

昭和 年に草刈場貝塚、昭和 年と 年に矢作貝塚の調査を行っている他、千葉市を中心とした県内貝

塚の踏査を勢力的に行った。これらの成果は昭和 年 日本貝塚地名表 および 日本縄文石器時代食

糧総説 に纏められ、当貝塚の実査も行っていることが窺える。昭和 年に発表された伊藤和夫氏の

貝塚より見た千葉市附近の海進海退 （古代第 号）の中では、 兼坂貝塚 の名称で堀之内式・加曽



利 式を出土する貝塚として掲載され、昭和 年に刊行された 千葉県石器時代地名表 にも記載され

ている。本格的な調査は、昭和 年の明治大学による実習として行われた測量調査のみである。この時

に 花輪貝塚 の名称が用いられ、 地点の貝層が斜面部に形成されているが、平坦部は中央が窪み貝

層は認められない点や、遺物は諸磯 ・阿玉台 安行 式の各形式や弥生後期の土器の他、須恵器・土

師器が採集されていることが記録されている。この時点において既に、台地基部の駐車場の削平が行わ

れており、古墳時代の竪穴住居跡の断面が確認されている。昭和 年の、千葉市立高校による葭川流域

の分布調査時には、花輪貝塚の南側に存在した花輪遺跡が破壊され、古墳時代の遺構と遺物が確認され

ている。これと前後して千葉市教育委員会により行われた、千葉市全域に亘る分布調査の成果が以後の

基本資料となり、 花輪貝塚 の名称が一般的となった。平成 年には、園生貝塚研究会が台地基部の

造成地部分で 軒の古代の住居を確認している。以上の点より、花輪貝塚は、昭和 年前後には、既に

堀之内 加曽利 式期の環状を呈する斜面貝塚と認識されていたと思われる。

報 告 者 報 告 年 次 書 名 雑 誌 名 遺 跡 名
酒 詰 仲 男 （昭和 年） 貝輪 人類学雑誌 兼坂貝塚
武 田 宗 久 （昭和 年） 千葉市誌 原始社会 記載なし
伊 藤 和 夫 （昭和 年） 貝塚より見た千葉市附近の海退海進 古代 兼坂貝塚

貝塚小 台上・山林 堀之内・加曽利
千葉県教育委員会 （昭和 年） 千葉県石器時代地名表 兼坂貝塚

貝塚小 堀之内・加曽利 ・貝類
酒 詰 仲 男 （昭和 年） 日本貝塚地名表 兼坂貝塚

純鹹 堀之内・加曽利 ・土器・石器・貝製品
酒 詰 仲 男 （昭和 年） 日本縄文石器時代食糧総説 兼坂貝塚

後期（堀之内・加曽利 ・イボキサゴ）
明治大学文学部 （昭和 年） 春の実習 総括編 花輪貝塚

斜面部に ヶ所の貝層が馬蹄形に分布
諸磯 ・阿玉台・加曽利 ・堀之内・加曽利 ・安行 ・ ・弥生中・後期・土師器
北側は削平古墳時代の住居断面を確認
ハマグリ キサゴ アサリ ツメタガイ オキシジミ アカニシ、カガミガイ アラムシロ シオフキ オキア
サリ サルボウ カキ マテガイ

後 藤 和 民 （昭和 年） 原始集落研究の方法論序説 駿台史学 花輪貝塚
馬蹄形 後期（堀之内・加曽利 ）

堀 越 正 行 （昭和 年） 縄文時代の集落と共同組織 駿台史学 花輪貝塚
馬蹄形 阿玉台 安行 堀之内・加曽利 馬蹄形貝塚

千葉市教育委員会 （昭和 年）） 千葉市埋蔵文化財所在地図 花輪貝塚
馬蹄形貝塚（ ） 堀之内（ ）・加曽利 （ ）（ 年の遺跡分布調査を纏めたもの）

千葉市史編纂委員会 （昭和 年） 千葉市史 史料編 原始古代中世 花輪貝塚
中期（阿玉台・加曽利 ）・後期（堀之内・加曽利 ）

千葉県広報協会 （昭和 年） 千葉県埋蔵文化財分布図 花輪貝塚
包蔵地 縄文・弥生・古墳

千葉県教育委員会 （昭和 年） 千葉県所在貝塚遺跡詳細分布調査報告書 花輪貝塚
台地（周縁） 馬蹄形（環状）（東西 、南北 ） 一部破壊
台地の東および南西側の傾斜面に弧状の つの貝層があり、北側は削平
主鹹 ハマグリ・アサリ・ツメタガイ・オキシジミ・アカニシ・キサゴ・カガミ・ガイ・アラムシロ
加曽利 ・堀之内（ 年（昭和 年）の分布調査を纏めた）

千葉市教育委員会 （昭和 年）） 千葉市埋蔵文化財所在地図（改訂版） 花輪貝塚
馬蹄形貝塚（ ） 堀之内（ ）・加曽利 （ ） 花輪貝塚

千葉県教育委員会 （昭和 年） 千葉県埋蔵文化財分布図 花輪貝塚
馬蹄形貝塚 （加曽利 ・堀之内・加曽利 ）
ハマグリ・アサリ・ツメタガイ・オキシジミ・アカニシ

千葉県教育委員会 （平成 年） 千葉県埋蔵文化財分布図 （改訂版） 花輪貝塚 若
馬蹄形貝塚 （加曽利 ・堀之内・加曽利 ）
ハマグリ・アサリ・ツメタガイ・オキシジミ・アカニシ

千葉県文化財センタ （平成 年） 千葉県内貝塚分布地図・地名表 研究紀要 花輪貝塚
堀之内 馬蹄形

園生貝塚研究会 （平成 年） 活動記録 第 回研究会 貝塚研究第 号 花輪貝塚
直径 の馬蹄形貝塚 千葉市では稀な中・後期の斜面貝塚
阿玉台 ・加曽利 ・ ・堀之内 ・・堀之内
北側造成地で奈良・平安時代の住居 軒を発見、
キサゴ・ハマグリ主体 アカニシ・カガミガイ・シオフキ・アサリ・アカニシ

日暮晃一・宍倉昭一郎 （平成 年） 日本考古学協会第 回総会研究発表要旨 千葉市の貝塚 花輪貝塚 図
馬蹄形貝塚（加曽利 ・堀之内・加曽利 ）
ハマグリ・アサリ・ツメタガイ・オキシジミ・アカニシ

報 告 者 報 告 年 次 書 名 雑 誌 名 遺 跡 名

第 表 花輪貝塚調査歴表



．調査の方法

．調査の経過

事前協議では貝塚の保護をも含めた、開発・売却が検討されており、確認調査では両者に即応する資

料の作成が求められた。そのため貝層の掘り下げは極力避けたが、その後の調査等に必要な基礎資料は

最小限把握する方法が求めら、一部の貝層については貫かざるを得なかった。

調査は平成 年 月に実施した。調査前に、対象地の草刈、 方眼杭の設定、 コンタによる

の地形測量図の作成を事業者に依頼。平成 年 月 日から貝層範囲の確認を行い、平成 年

月 月 日に発掘調査を行った。整理作業は、平成 年 月 平成 年 月 日に土器の水洗・注

記、貝の洗浄、記録図面の点検、平成 年 月 日 平成 年 月 日に土器の接合・実測、貝の洗

浄・計測・記録図面のトレ ス・原稿執筆を行った。

．調査の方法

調査は、公共座標に基づいて貝塚上に設定した 方眼を基準とし、方眼に対しては北から南へ

、東から西へ の番号を付した。貝層分布の確認は、 方眼杭に沿って北から南へ作業員を前

進させ、貝層の境界をボ リング棒でマ キングし、作成した地形測量図に取り込む方法を採った。発

掘調査は 方眼杭に沿って、原則的に トレンチを設定し、貝層及び遺構が確認された時点

で掘り下げを中止した。なお、今後の発掘計画及び積算の基礎資料を得るためには貝層を貫かざるを得

ず、東西方向の ・ ・ ライン、南北方向の ラインについては断面図作成と共に幅 をロ ム

層まで掘り下げた。また、遺構の状況把握のため、、縄文時代の炉が検出された と、古墳時代の竪

穴住居跡が検出された については全面精査を行った。貝層については 地点のサンプリングを行

い、良好な ・ ・ の 地点について貝種の同定等の分析を行った。

．発見された遺構と遺物

．貝層の分布（第 図）

貝塚は、都川の本流から北に入り込む浅い谷に、東側から突き出した形の舌状台地先端部に位置す

る。貝塚は、突出部東側に位置する谷により、東側の広い台地本体とは区切られている。台地の肩部は

標高 の等高線ラインに沿っており、西側が標高 で最も高く、東から西に緩やかに傾斜す

る。斜面部の裾部は、南西部で標高 を測り、西側と南側は急激な斜面を形成する。南西部には周囲

より約 高くなるマウンド状の高まりが視覚できる。貝層は、 の等高線ラインに沿って、

の台地縁辺部から の斜面部に、直径約 の環状に 箇所分布し、西と南の突出部および

南東部に途切れる箇所がある。北西部を第 貝層、南西部を第 貝層、南東部を第 貝層、北東部を第

貝層とした。第 貝層は大半が事業地外であるが、東側台地平坦部まで延びている。第 貝層では最

も高い標高 から に分布し、南側の斜面部の小平坦部にも小貝ブロックが認められる。中央
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第３図　花輪貝塚トレンチ設定図



第４図　縄文時代遺構配置図
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部は周囲より 低く窪んでいるが、現地では南西部での高まりにより、より低く感じられる。北東

部分は昭和 年以前に削平を受けている。

．各調査区の概要

トレンチは全部で 個設定し、全域から縄文時代の竪穴住居跡 軒と、古墳 平安時代の竪穴住居跡

軒が検出された。第 貝層下から内側にかけての 、第 貝層下の ・ 、第 貝層下の

・ 、第 貝層下の から明確な縄文時代の竪穴住居跡が検出された他、第 貝層下の

から竪穴住居跡内遺棄の人骨が出土している。これらはいずれも堀之内式期に限定される可能性が高い。

出土土器は堀之内式土器が最も多く、 層、 層、 層・貝層 層、 層・

層からは 点以上が出土している。次で阿玉台式土器が多く 層を中心に出土してい

る。貝層の内側には古墳 平安時代の竪穴住居跡が広範囲に分布している。基本層序は、台地中央部

で、 層 表土層、 層 黒褐色土、 層 黄褐色土、 層 ソフトロ ム層、 層 ハ ドロ ム層で

ある。

（第 図）

第 貝層西側斜面部で、貝層は であるが、最下層は貝細片しか含まない混貝土層であ

る。プライマリ な貝層は であり、ハマグリ・アサリ・シオフキ等の二枚貝を主体とする

層とイボキオサゴを主体とする層が互層をなす。出土遺物はと堀之内土器（ ・ ）が主体

で、阿玉台式土器（ ・ ）が散見できる。円盤状土製品が 点（ ）出土している。中央部の撹

乱層を境にして、東側下半の貝層は流れて消失し、表土層のみなっている。西側末端部の表土層より須

グリッド 層 層 名 色調 主 体 貝 種 混 入 貝 備 考 出 土 遺 物

破砕貝層 ハマグリ シオフキ・アサリ・カガミガイ・イボキサゴ・ツメタガイ 破砕二枚貝層

混土貝層 イボキサゴ ハマグリ・シオフキ・アサリ・アカニシ・アラムシロ・ツメタガイ 破砕貝が多い

混貝土層 茶褐 貝細片・貝粉・ロ ム粒多い

混土貝層 ハマグリ アサリ・シオフキ・カガミガイ・アカニシ・ツメタガイ 貝は傾斜に沿って堆積

破砕二枚貝層 ハマグリ アサリ・シオフキ・オキシジミ・イボキサゴ・ツメタガイ 貝は傾斜に沿って堆積

混貝土層 茶褐 ハマグリ・シオフキ・イボキサゴ

混土貝層 ハマグリ・アサリ シオフキ・イボキサゴ・アラムシロ 貝は密に重なり、傾斜に沿って堆積

混貝土層 茶褐 貝細片・貝粉・ロ ム粒多い

混土貝層 二枚貝・イボキサゴ ハマグリ・シオフキ・アサリ・オオノガイ・オキシジミ ハマグリは小 中型、 層より土の入り込みが多い

混貝土層 イボキサゴ 細かく破砕した二枚貝・貝粉

混土貝層 イボキサゴ ハマグリ・シオフキ・アサリ・カガミガイ・オオノガイ・イボキサゴ・ツメタガイ 層より土の入り込みが多い

混貝土層 茶褐 貝細片・貝粉・ロ ム粒多い 層と同一層

純貝層 ハマグリ・イボキサゴ シオフキ・アサリ・カガミガイ・マガキ・アラムシロ・ツメタガイ ハマグリは中型、合貝が多い

純貝層 イボキサゴ ハマグリ・アサリ・ツメタガイ・イボニシ ハマグリは中 大型が多い

混土貝層 ハマグリ・イボキサゴ シオフキ・アサリ・カガミガイ・アカニシ・イボニシ・ツメタガイ ハマグリは小 中型が多い、破砕貝が多い

混土貝層 ハマグリ アサリ シオフキ イボキサゴ ハマグリは小 中型が多い、 層より貝の入り込みが多い

混土貝層 ハマグリ アサリ・カガミガイ・マガキ・アカニシ・イボキサゴ・ウミニナ 大型のハマグリが重なっているものが多い、破砕貝が少ない

混土貝層 イボキサゴ イボキサゴは軸のみのものが多い ハマグリは小 中型が多い、 層より貝の入り込みが多い

混貝土層 黒褐 シオフキ・アサリ・貝粉

純貝層 黒褐 ハマグリ・アサリ シオフキ・オキシジミ・イボキサゴ 土の入り込みが多い

混土貝層 黒褐 ハマグリ・アサリ イボキサゴ 層よりも遺存度が良い

混貝土層 黒褐 二枚貝・ロ ム粒を少量

混土貝層 ハマグリ・アサリ 土の入り込みが多い

シオフキ・イボキサゴ

純貝層 シオフキ・イボキサゴ アカニシ・ツメタガイ 斜面に同じ貝が数枚重なる

純貝層 ハマグリ シオフキ・アサリ・イボキサゴ ハマグリの大きさは 層より小さい

混貝土層 茶褐 ハマグリ・アサリ 貝の遺存度が良い

純貝層 茶褐 ハマグリ・アサリ イボキサゴ 破砕貝が多い

純貝層 黒褐 イボキサゴ ハマグリ・シオフキ 破砕貝が多い

混貝土層 黒褐 ハマグリ アサリ シオフキ 貝は傾斜に沿って堆積、合貝が多い

混貝土層 茶褐 ハマグリ・アサリ イボキサゴ 破砕貝が多く、完形の貝はない

混貝土層 黒褐 ハマグリ ハマグリ・シオフキ 木根による攪乱が激しい

純貝層 褐 ハマグリ アサリ シオフキ カガミガイ・ツメタガイ・イボキサゴ 土の入り込み少なく、貝は斜面に沿って堆積し、遺存度が良く大きい

グリッド 層 層 名 色調 主 体 貝 種 混 入 貝 備 考 出 土 遺 物

第 表 ・ 調査区土層説明表



第５図　B－5・6調査区遺構配置図・遺物実測図 
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第６図　B－6調査区遺物実測図 
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恵器の破片が出土している。

（第 図・第 図）

西側半分のみに貝層が確認された。貝層の東側末端部にハマグリ・アサリを充填した土壙状の落ち込

みが ヶ所存在し、西側から ・ 、東側から ・ ・ の堀之内土器が出土している。西側の混

貝土層から称名寺式（ ）と堀之内土器（ ）が、東側の 層から阿玉台式（ ・ ）と堀之内土

器（ ）が、 層から阿玉台式（ ・ ）と堀之内土器（ ）が出土している。 は表土層か

ら出土した凹石である。北側は立木により調査不能であった。

（第 図）

東側から古墳時代の竪穴住居跡を検出した。 軒が重複し、更に中央の床面が一段下がり、竪穴住居

跡のコ ナ が検出され、合計 軒が重複している。高坏 個体と、坏 個体、甕 個体が出土してお

り、出土遺物から古墳時代中期の和泉期の竪穴住居跡である。

（第 図・第 図）

中央部に貝層を充填した土壙状の落ち込みが存在し、その東側に竪穴住居跡の床面と思われる硬化面

と柱穴状のピットが検出された。土壙は、下層のハマグリとイボキサゴを主体とする純貝層と混土貝層

により構成されており、中から阿玉台式（ ・ ）と堀之内 式土器（ ・ ）が出土している。竪穴

住居跡の覆土は、 層が貝の細片を含む混貝土層の他は暗褐色土層で構成されており、遺物は堀之内土

器（ ）が殆どで、他に鹿角 点（ ・ ）と阿玉台式土器片利用の土錘 点（ ）が出土してい

る。土壙の西側もフラットな面にピットが検出され、竪穴住居跡が存在するものと思われる。

（第 図 第 図）

第 貝層の肩の部分に相当し、 ヶ所の貝ブロックが検出された。貝ブロックはハマグリあるいはイ

ボキサゴを主体としており、他にアカニシやカガミガイ・オキシジミ等を含んでいる。西側のブロック

が と最も厚く、三角形の幾何学磨消縄文を施した堀之内 式土器（ ・ ）及び縄文のみの土器

（ ）が出土している。 は注口土器と思われる。西側寄りに竪穴住居跡の床面と思われる硬化面が認

第 表 調査区土層説明表
グリッド 層 層 名 主 体 貝 種 混 入 貝 備 考

住居 混貝土層 二枚貝の破砕貝を若干含む

暗褐色土 大のロ ムブロック

暗褐色土 大のロ ムブロック

暗褐色土 大のロ ムブロック

暗褐色土 大のロ ムブロック

暗褐色土 微粒のロ ムブロック

土壙 混貝土層 貝細片を少量を含む

黒褐色土 貝を含まず

混貝土層 小型の破砕貝を多く含む

混貝土層 小型の破砕貝を少量含む

純貝層 ハマグリ・イボキサゴ シオフキ アサリ カガミガイ サルボウ オオノガイ アカニシ ウミニナ ツメタガイ ハマグリは中 大型 廃棄の方向は東 西

混土貝層 ハマグリ・イボキサゴ シオフキ・カガミガイ・マガキ・アカニシ・ウミニナ・ ハマグリは 層より小型 下層ほど貝は密

混貝土層 ロ ムブロックと 枚貝主体

住居 暗褐色土 大のロ ムブロック

混貝土層 ハマグリ・シオフキ 小型の二枚貝を多く含む

混土貝層 イボキサゴ ハマグリ・シオフキ・アサリ ハマグリは小 中型 依存度が悪い 土の入り込みが多い

混土貝層 ハマグリ・イボキサゴ シオフキ・アサリ ハマグリは中型 依存度良好 土の入り込みは 層より少ない

破砕貝層 ハマグリ・イボキサゴ シオフキ・アサリ ハマグリ細片・イボキサゴ軸部が多い 土の入り込みが多い

混貝土層 ハマグリ・シオフキ 二枚貝を若干含む

混貝土層 イボキサゴ ハマグリ・ シオフキ・アサリ 貝ブロック

混土貝層 イボキサゴ ハマグリ・ シオフキ・アサリ・アカニシ・カワニナ・ツメタガイ 貝ブロック

混土貝層 ハマグリ カガミガイ・イボキサゴ・アカニシ・オキシジミ 貝ブロック

黒褐色土 貝をほとんど含まず

黒褐色土 貝を含まず。焼土粒・ロ ム粒を多く含む

暗褐色土

暗褐色土

グリッド 層 層 名 主 体 貝 種 混 入 貝 備 考
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第８図　F－4・5調査区遺物実測図 
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第９図　F－5調査区遺物実測図 
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第10図　F－5調査区遺物実測図 
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第11図　F－5・6調査区遺物実測図 
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第12図　F－6調査区遺物実測図 
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第13図　F－6調査区遺物実測図 
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められ、西側のブロックは竪穴住居跡内貝層の可能性がある。東側貝ブロック周辺からは遺物が多く出

土しており、主体は堀之内 式土器（ ）である。東側貝ブロックは、 に繋がる竪穴住居跡

内に投棄したものと思われ、鹿角（ ）が先端を上にした状態で出土した。

（第 図・第 図・第 図）

東側から縄文時代の竪穴住居跡 軒、南側から古墳時代の竪穴住居跡 軒が検出された。東側から堀

之内 式土器の深鉢 個体が出土している。いずれも竪穴住居跡の覆土内に埋設した埋甕の可能性がある

（ 号・ 号埋設土器）。単沈線による渦巻文をモチ フにしており、堀之内 式でも新しい段階の土器

の可能性がある。覆土を形成している竪穴住居跡は、この土器より古い段階のものである。なお、 層

から古墳時代の鬼高式土器が出土し、 層から旧石器時代の小石刃 点（ ）が出土している。

（第 図・第 図）

第 貝層斜面部で、 からのハマグリとイボキサゴを主体とした貝層が続くが、貝層中より鬼高

式の須恵器の坏が 個体（第 図）纏まって出土した。 との境界に壁と周溝が検出されており、

古墳時代の竪穴住居跡が東側斜面に存在し、貝層の一部が攪乱されていることが確認された。

（第 図・第 図）

第 貝層斜面部で、全面 の貝層が形成されており、貝層下の との境に炉が存在し、東側に

壁柱穴と思われるピットが検出され、縄文時代の竪穴住居跡が存在する。炉は西側を古墳時代の竪穴住

居跡の周溝により切られている。炉の上面にハマグリとイボキサゴを主体とした貝ブロックが存在す

る。出土遺物は、半裁竹管で円形を描く土器（ ）や幾何学的な磨消縄文の土器（ ・ ）等の堀之内

式土器で占められる。

（第 図・第 図・第 図）

西側に厚さ のハマグリとイボキサゴを主体とした貝層が堆積し、中央に炉が、東側に柱穴が検

出され、柱穴内から土器（ ）が出土し、縄文時代の竪穴住居跡が存在する。炉の脇から、半裁竹管に

よる重圏文と く 字状に施文した波状口縁の大形紐線文土器（ ）が横倒しの状態で出土した他、半

裁竹管により菱形文を形成する土器（ ）が出土しており、堀之内 式でも古い段階のものと思われ

る。 の中にはイボキサゴが充 されていた。

グリッド 層 層 名 主 体 貝 種 混 入 貝 備 考

混土貝層 ハマグリ・イボキサゴ シオフキ・アサリ・ウミニナ・アラムシロ 土師器・須恵器を含む

暗褐色土

褐色土

混土貝層 ハマグリ・イボキサゴ シオフキ・アサリ・ウミニナ・アラムシロ ハマグリ・イボキサゴの破砕貝が多い

混土貝層 ハマグリ・イボキサゴ シオフキ・アサリ・ウミニナ・アラムシロ ハマグリは中型、イボキサゴはほぼ完形で残存

混土貝層 ハマグリ・イボキサゴ シオフキ・アサリ・カガミガイ・ウミニナ イボキサゴは 層よりも破砕、軸部が残る。アサリは大型のものがブロック状に纏まる。

焼土 炉跡

暗褐色土 ロ ムブロックを多く含む

混貝土層 ハマグリ・イボキサゴ ハマグリ・イボキサゴの破砕貝が多い

混貝土層 ハマグリ・イボキサゴ ハマグリ・イボキサゴの破砕貝が多い

混土貝層 イボキサゴ・アサリ ハマグリ・シオフキ・カガミガイ・ツメタガイ

混貝土層 イボキサゴ 破砕貝を多く含む

黒褐色土 焼土・ロ ム粒を多く含む

グリッド 層 層 名 主 体 貝 種 混 入 貝 備 考

第 表 ・ 調査区土層説明表



第14図　J－4・5調査区遺構配置図・遺物実測図 
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第15図　J－4調査区遺物実測図 
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第16図　J－5調査区遺物実測図 
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第17図　J－5調査区遺物実測図 
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（第 図）

南北トレンチから のピットが検出された。上面で、磨かれた堀之内 式の浅鉢形

土器底部が出土し、調査時では屋外埋設土器としたが、遺存状態が悪い浅鉢である点からその可能性は

低い。

（第 図・第 図）

第 貝層肩部に相当し、調査区全域の精査を行った。炉が ヶ所、焼土が ヶ所検出された。炉 に

対応する第 号竪穴住居跡は、直径 で南側に入口施設がある。炉 からは、幾何学磨消縄文を施し



第18図　J－12調査区遺構配置図・遺物実測図 
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第19図　J－12調査区遺物実測図 
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た堀之内 式土器（ ）が出土している他、阿玉台式の土器片錘が 点（ ）、貝刃 点（ ）、石皿の破

片 点が出土している。炉 に対応する第 号竪穴住居跡は、直径 で、第 号竪穴住居跡より床

面が若干高くなる。炉の東側を貝充填の土壙に切られている。土壙からは堀之内式土器（ ）が出

土している。壁柱穴の配置から西側にさらに 軒の竪穴住居跡の存在が予想される。鬼高式土器が 個

グリッド 層 層名 しまり 粘性 含 有 物 グリッド 層 層 名 しまり 粘性 含 有 物

住居 混土貝層 あり 弱い ハマグリ・キサゴ・カガミガイ 住居 暗褐色土 あり 弱い

混貝土層 暗褐色土

混貝土層 炉 灰層・ 枚貝・破砕貝を多く含む

黒褐色土 ロ ムブロック・焼土ブロックを多く含む

褐色土 弱い 弱い 住居 黒褐色土 ロ ム粒・焼土粒を多く含む

炉 黒褐色土 灰を多く含む 褐色土 ソフトロ ム

灰黄褐色土 灰層

灰層

グリッド 層 層名 しまり 粘性 含 有 物 グリッド 層 層 名 しまり 粘性 含 有 物

第 表 調査区土層説明表

第 表 ・ 調査区土層説明表
グリッド 層 層名 しまり 粘性 含 有 物 グリッド 層 層 名 しまり 粘性 含 有 物

土壙 黒褐色土 あり 弱い 焼土粒を少量含む 住居 黒褐色土 あり 弱い 焼土粒を少量含む

暗褐色土 あり 弱い ロ ムブロックを少量含む。 黒褐色土 あり 弱い 焼土粒・炭化粒を多量に含む

住居 暗褐色土 あり 弱い ロ ム粒を少量含む。

暗褐色土 あり 弱い 焼土粒・炭化粒を少量含む

暗褐色土 あり 弱い ロ ム粒を少量含む。

グリッド 層 層名 しまり 粘性 含 有 物 グリッド 層 層 名 しまり 粘性 含 有 物



第20図　L－6・7調査区遺構配置図・遺物実測図 
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第21図　L－6・7調査区遺物実測図 
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体（第 図 ・ ）出土しており、西側の に続く古墳時代の竪穴住居跡が存在する可能性がある。

（第 図・第 図）

第 貝層の平坦部に位置し、遺跡の最も高い部分に位置する。西側は周辺から 高くなり、当初

古墳の存在も予想されたが、地山自体が高くなっている事が判明した。西側には貝層が認められ、阿玉

台式（ ）、加曽利 式（ ）、称名寺 式（ ）が出土しているが、主体は堀之内式土器

（ ）で、堀之内 式の典型的な幾何学磨消縄文の土器（ ）も認められる。東側に竪穴住居跡が

確認され、人骨が出土している。頭部と他の骨は離れて出土しており、周辺に ヶ所の焼土が認めら

れ、断面により人骨はこの竪穴住居跡を切り込んだ土壙に埋葬された可能性がある。土壙内からは 余

点の遺物が出土しており、阿玉台式土器 点（ ）、石片 点の他は堀之内式土器（ ・ ）の小片で

ある。 は頭骨の下から出土している。土壙及び竪穴住居跡跡の時期は堀之内式期と考えられる。

（第 図・第 図）

東側に古墳時代の竪穴住居跡 軒と覆土内に焼土が検出された他、西側に縄文時代の土壙 基と南側

に縄文時代の竪穴住居跡 軒が検出された。打製石斧 点（ ）、磨製石斧 点（ ）と堀之内式土器

が出土している。

・ （第 図 第 図）

第 貝層の斜面部に位置し、北側と南側に 本のトレンチを設定した。南側トレンチの中央

と東側に貝層が検出された他、西側上段と東側下段に 枚の床面と思われる硬化面を検出、東側が西側

の床面（ 層）を切り込んでいた。中央の貝層からは阿玉台式（ ）、堀之内式土器（ ・ ）が

出土した他、貝層南側から完形の注口土器（ 図 ）が潰れた状態で出土した。貝層を掘り込んで埋納

した可能性がある。下段の硬化面から黒浜式（ ）、諸磯式（ ）、前期末葉の土器（ ・ ）

等の他、阿玉台式土器（ ）が出土しており、周辺に当該期の遺構が存在する可能性がある。

は土錘である。 第 貝層の肩部に位置し、貝層の北側は古墳時代の竪穴住居跡により切り込

まれている。貝層は厚さ で、ハマグリ・イボキサゴを主体とする。貝層内からは器内に小型のア

カニシ 個体が入った浅鉢（ 図 ）の他、堀之内式土器（ ）が出土している。古墳時代の竪穴

住居跡の南側にも床面状の硬化面が認められ、縄文時代の竪穴住居跡が存在した可能性があり、 層

層は縄文時代の土壙の所在が確認された。

第 表 ・ 調査区土層説明表
グリッド 層 層名 しまり 粘性 含 有 物 グリッド 層 層 名 しまり 粘性 含 有 物

住居

住居 暗褐色土 あり あり ロ ム粒を少量含む。 黒褐色土 大のロ ムブロックを多く含む。

黒褐色土 あり 弱い ロ ムブロックを少量含む。 純貝層

暗褐色土 あり あり ロ ム粒を少量含む。 混貝土層 暗褐色土、貝破片を含む

暗褐色土 あり 弱い ロ ム粒・焼土粒を少量含む。 黒褐色土 大のロ ムブロックを多く含む。砂質

住居 混貝土層 あり あり 破砕貝を少量含む 黒褐色土 大のロ ムブロックを多く含む。砂質。 層より含有ロ ムが多い。

暗褐色土 あり あり ロ ム粒を少量含む。 黒褐色土 大のロ ムブロックを多く含む。砂質。 層より含有ロ ムが多い。

暗褐色土 あり あり ロ ム粒を少量含む。 黒褐色土 あり なし 大のロ ムブロック 焼土ブロックを多く含む。

混土貝層 ハマグリ主体、イボキサゴ・アサリを少量含む 黒褐色土 あり なし ロ ム粒を多く含む

混土貝層 小 中型のハマグリ主体、シオフキ・マガキイボキサゴを含む 黒褐色土 あり なし 焼土粒、 大のロ ムブロックを多く含む。

混土貝層 依存度良好のイボキサゴ主体、ハマグリ アサリ シオフキ ツメタガイを含む 暗褐色土 あり なし 粘土を含む

混土貝層 中 大型のハマグリ主体、シオフキ アサリ イボキサゴ ツメタガイを含む 黒褐色土 あり なし

純貝層 黒褐色土 あり なし ロ ム粒を多く含む

混貝土層 黒褐色土、貝破片を含む 褐色土 あり あり ロ ムブロックによる層

黒褐色土 大のロ ムブロックを多く含む。 混土貝層

混貝土層 暗褐色土、貝破片を含む 黒褐色土 なし

混貝土層 暗褐色土、破砕貝を含む 暗褐色土 あり あり

黒褐色土 大のロ ムブロックを多く含む。

グリッド 層 層名 しまり 粘性 含 有 物 グリッド 層 層 名 しまり 粘性 含 有 物



第22図　L－9・K－10調査区遺構配置図・遺物実測図 
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第23図　L－9調査区遺物実測図（１） 
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第24図　L－9調査区遺物実測図（２） 
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第25図　K－10調査区遺物実測図 
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．出土遺物の概要

．旧石器時代

の 層から、黒曜石で長さ ・幅 の小石刃が 点出土している。

．縄文時代

（ ） 土器

グリッドから出土した土器は、堀之内式土器が最も多く、阿玉台式土器がこれに次ぐ。グリッドから

出土の土器は下記の様に分類される。

第 群土器 縄文時代早期の撚糸文土器

第 類土器 井草式土器（第 図 ） 口唇部と口縁部に の縄文を施した土器が、 から 片

のみ出土している。

第 群土器 縄文時代前期の土器群

第 類土器 黒浜式土器（第 図 第 図 ・第 図 ） 繊維が混入する土器で、斜面部の

から出土しているのみである。

第 類土器 諸磯・浮島系土器群（第 図 ・ 第 図 ・ ・ ） を中心に若干出土

している



第26図　調査区遺物実測図（１） 

D－4－貝�層 

B－7－�層 

B－7

D－4

C－8C－7

5

4

2

2
3

1

1
2

4 5

9

10

6 7 8

3

1

3

1

6

7

0 1：3 5cm 0 1：4 10cm

B－7－1～10 
C－8－1 
D－4－4・6・7

C－7－1～3 
D－4－1～3・5



第27図　調査区遺物実測図（２） 
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第28図　調査区遺物実測図（３） 
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第29図　調査区遺物実測図（４） 
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第30図　調査区遺物実測図（５） 
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種 諸磯式土器（第 図 ・第 図 ・ ） 半裁竹管による諸磯 式土器

種 浮島式土器（第 図 ・ ） 波状貝殻文の土器が出土している。

第 類土器 縄文時代前期後葉 中期前葉の土器群 側面圧痕文の土器（第 図 ）と結節縄文（第

図 ）土器が出土しているが、 に限定されている。粟島台式土器と思われる。

第 群土器 縄文時代中期の土器群

第 類土器 阿玉台式土器（第 図 ・第 図 ・第 図 ・第 図 ） を中心に遺

跡全域から出土している。量的には多くないが、当該期の遺構の存在が予想される。第 図 は横方向

の把手である。

第 類土器 加曽利 式土器（第 図 ・第 図 ・第 図 ・第 図 ） 出土量は少なく、出土

している土器はいずれも加曽利 式土器である。

第 群土器 縄文時代後期の土器群

第 類土器 称名寺式土器 縄文を充填する 式（第 図 ・第 図 ）と、列点を充 する 式（第

図 ）が土器しているが量的には少ない。

第 類土器 堀之内式土器 出土土器の約 ％以上を占める。

種 太い単沈線で単位文様を構成する土器

．蛇行文を施す土器（第 図 ・第 図 ・第 図 ・第 図 ・第 図 ・ ）

．渦巻文を施すの器（第 図 ・第 図 ・第 図 ・第 図 ・第 図 ）

．蕨手文を施す土器（第 図 ・第 図 ）

種 半裁竹管で単位文様を構成する土器

．渦巻文を施す土器（第 図 ）

．三角文を施す土器（第 図 ・第 図 ）

．菱形文を施す土器（第 図 ）

．井桁状の文様を施す土器（第 図 ・第 図 ）

．縦方向の波状文を施す土器（第 図 ・第 図 ・第 図 ）

．雑書文の土器（第 図 ・第 図 ）



第31図　調査区遺物実測図（６） 
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種 幾何学的な磨消縄文を構成する土器

．刺突を施した細隆線を施す土器（第 図 ・第 図 ・第 図 ・第 図 ・第 図 ・

図 ・ ・第 図 ） 図 は把手を有する。

．細隆線を施さない土器（第 図 ・第 図 ・第 図 ・第 図 ）

．内文を有する土器（第 図 ）

種 口縁部に指頭圧痕を有する紐線文土器

．紐線文を 条施す土器（第 図 ・第 図 ）

．胴部に半裁竹管で単位文様を施した土器（第 図 ・第 図 ・ ・第 図 ）

．胴部が縄文のみの土器（第 図 ・第 図 ・ ・第 図 ）

種 縄文のみの土器

．口縁部に 条の沈線を施す土器（第 図 ）

．口縁部に列点を施す土器（第 図 ）

．内文を有する土器（第 図 ）

．縄文のみの土器（第 図 ・ ・第 図 ・第 図 ・第 図 ）

種 注口土器（第 図 ・ ・第 図 ・ ・第 図 ・第 図 ・第 図 ）

第 類土器 加曽利 式土器（第 図 ・ ・第 図 ・ ）

第 類土器 安行 式土器（第 図 ） 条線文の深鉢形粗製土器の破片 点が出土している。

第 群土器 晩期終末の千網式土器（第 図 ） 浮線網状文の浅鉢形土器の破片 点と、撚糸

文の粗製深鉢形土器の破片 点が から出土している。

（ ） 石製品・土製品・貝製品・骨角器

石製品は両極石器 点（黒曜石 点・チャ ト 点）・石核 点（チャ ト）・ 次加工のある石器

点（黒曜石）・打製石斧 点・磨製石斧 点、石皿 点、磨石 点、凹石 点、敲石 点、砥石 点、

軽石 点が出土している。
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0 1：4 10cm

グリッド 層 層名 しまり 粘性 含 有 物

黒褐色土 あり あり

黒褐色土 あり あり ロ ムブロック ％ ロ ム粒をやや多く、焼土粒 炭化粒を少量含む

黒褐色土 あり あり ロ ムブロック ％ ロ ム粒・焼土粒・炭化粒やや多く含む

黒褐色土 あり あり ロ ムブロック ％ ロ ム粒・焼土粒・炭化粒を多く含む

黒褐色土 あり あり ロ ム粒・焼土粒・炭化粒を多く含む

黒褐色土 あり あり ロ ムブロック ％ ロ ム粒 ％、焼土粒・炭化粒を少量含む。

黒褐色土 あり あり ロ ムブロック ％ ロ ム粒 ％、焼土粒・炭化粒を少量含む。

グリッド 層 層名 しまり 粘性 含 有 物 グリッド 層 層名 しまり 粘性 含 有 物

黒褐色土 あり あり ロ ムブロック ％ ロ ム粒 ％、焼土粒 焼土ブロック・炭化粒を少量含む。

暗褐色土 あり あり ロ ムブロック ％ ロ ム粒 ％

暗褐色土 あり あり ロ ムブロック ％ ロ ム粒 ％、焼土粒 焼土ブロック・炭化粒を少量含む。

暗褐色土 あり あり ロ ムブロック ％ ロ ム粒 ％、焼土粒・炭化粒を少量含む。

暗褐色土 あり あり ロ ムブロック ％ ロ ム粒 ％、焼土粒・炭化粒を少量含む。

暗褐色土 あり あり ロ ムブロック ％ ロ ム粒 ％、焼土粒・炭化粒を 層より含む。

褐色土 あり あり ロ ムブロック ％ ロ ム粒を多く含む

グリッド 層 層名 しまり 粘性 含 有 物

第 表 調査区土層説明表
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1
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調査時 調査時 種別 長 幅 厚 重量 石材 残存度 挿図

層 石 刃 黒 曜 石 完形 図

層 両極石器 黒 曜 石

両極石器 黒 曜 石

層 両極石器 チ ャー ト

層 両極石器 チ ャー ト

層 両極石器 チ ャー ト

層 両極石器 黒 曜 石

層 次加工石器 黒 曜 石

貝層 石 核 黒 曜 石

層 打製石斧 粘 板 岩

層 打製石斧 粘 板 岩 図

層 打製石斧 玄 武 岩

層 打製石斧 緑 泥 片 岩 図

層 打製石斧 砂 岩

層 打製石斧 粘 板 岩 完形 図

層 打製石斧 緑 泥 片 岩 図

層 磨製石斧 蛇 紋 岩 図

層 石 皿 安 山 岩 破片

一括 石 皿 砂 岩 破片

炉 石 皿 （ ） 安 山 岩 破片

層 石 皿 安 山 岩 破片

層 石 皿 安 山 岩 破片

層 磨 石 角 礫 石 完形

磨 石 砂 岩

磨 石 粘 板 岩 破片

層 磨 石 粗面安山岩

層 磨 石 斑状安山岩 図

層 磨 石 粗面安山岩

層 磨 石 粗面安山岩 破片

層 磨 石 粗面安山岩 完形

層 磨 石 石英安山岩 完形

調査時 調査時 種別 長 幅 厚 重量 石材 残存度 挿図 調査時 調査時 種別 長 幅 厚 重量 石材 残存度 挿図

層 磨 石 粗面安山岩 破片

層 磨 石 石英安山岩

表採 凹 石 砂 岩 完形 図

層 凹 石 粗面安山岩 完形

凹 石 粗面安山岩

層 凹 石 砂 岩 完形 図

層 敲 石

層 敲 石 粗面安山岩 完形

敲 石 斑状安山岩

敲 石 角閃安山岩

表採 敲 石 完形 図

層 砥 石

層 砥 石

住居 軽 石

層 軽 石

層 軽 石

層 鹿 角 図

鹿 角 図

鹿 角 図

鹿 角 図

ピット 貝 刃 ─ 完形 図

調査時 調査時 種 別 長 幅 厚 重量 時 期 残存度 挿図

土 錘

土 錘 完形 図

土 錘 完形 図

土 錘

土 錘 完形

土 錘 図

土製円盤 図

土製円盤 図

土製円盤 完形

調査時 調査時 種別 長 幅 厚 重量 石材 残存度 挿図

調査時 調査時 種 別 長 幅 厚 重量 時 期 残存度 挿図

第 表 石製品・土製品計測表
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（ ） 土製品

土製品は土錘 点、土製円盤 点が出土している。土錘はいずれも阿玉台式土器片を再利用している。

（ ） 貝製品・骨角器

貝製品は貝刃が の竪穴住居跡から 点出土している。骨角器は鹿角が 点出土し、内 点は

から出土している。

．古墳時代 平安時代（第 図）

古墳時代以降の土師器・須恵器は遺跡全体から出土している。 からは古墳時代中期の和泉式土

器が竪穴住居跡と共に出土しており、 からは古墳時代後期の須恵器 個体が纏まって出土してい

る。遺跡全体では鬼高式土器が多い。

．理化学的分析

．花輪貝塚から出土した人骨について

札幌医科大学 松村博文

千葉市花輪貝塚より出土した人骨について保存状態と所見を記す。

保存状態

号人骨とされる成人 体が検出されているが、保存状態は良くない。右尺骨と頬骨の骨体（ ）、

左脛骨の骨体（ ）、右大腿骨の骨体（ ）、寛骨の一部（ ）、頭蓋の一部（ ・ ・ ）および指骨

点である（括弧内数字は取り上げ番号）。猪の上顎の一部（ ）も混在している。頭部は焼土とされ

る範囲から出土しているが、骨自体は焼かれた形跡はない。ただし、これらの残存する部位も骨質は大

変もろくなっている。頭蓋は脳頭蓋の頭頂骨と前頭骨が比較的良好に残存する（写真）。

所見

年齢は頭蓋の縫合のみが推定の手がかりとなる。矢状縫合、冠状縫合、ラムダ縫合の大部分が観察可

能であった。いずれも内板、外板ともに縫合は認められない。したがって年齢は 歳代 歳代と推定

される。性別は寛骨の大座骨切痕の部分が残存しており、ほぼ直角に開いていることから、女性と推定

される。



．花輪貝塚の動物遺体について

市原市埋蔵文化財調査センター 鶴岡 英一

試料と分析の方法

花輪貝塚からは前期後半から後期中葉にかけての土器が出土しているが、貝層は後期前半の堀之内式

期にほぼ限定される。調査区内で、貝層は大きく つに分かれていたため、北側から反時計回りに第

、第 、第 貝層と呼称された。貝層の採取は、コラムサンプルによって行われ、 カット

で、 を基本とする。

水洗選別作業は ・ ・ メッシュ寸法の試験用フルイを用いて行われた。内容物の分析

は、各貝層から ヶ所を選び、 ・ ・ グリッドの 地点について行った。いずれの地点も台地

の肩部に位置する。また、 グリッドは水洗後残留物の全量を分析対象としたが、これ以外の地点に

ついては、整理期間の都合から半量に減らして行った。資料の拾い出しと貝類の同定・集計・計測作業

は千葉市教育振興財団埋蔵文化財調査センターが行い、脊椎動物骨の同定とデータ処理を筆者が担当し

た。

貝類種の同定は、千葉市教育振興財団所蔵の現生・貝塚出土貝類標本との比較により行った。集計

は、巻貝類では軸部を完存するもの、二枚貝類では殻頂部の残存するものを対象とした。二枚貝類は左

右殻の出土数の多い方をもって最小個体数とし、主体種となるハマグリとアサリの左殻について、殻

長・殻高の計測を行った。脊椎動物骨の同定は、市原市埋蔵文化財調査センター所蔵の現生骨骼標本と

の比較により行い、抽出資料全点を対象とした。また、資料中には骨角貝製品が含まれていたので、こ

こであわせて報告している。

このほかに、微小貝類・植物遺体も検出されたが、今回は分析を行わず、点数のみを提示した。ただ

し、微小貝類については筆者が実見しておらず、イボキサゴの殻頂部破片が多数含まれる可能性があ

る。

貝類組成

腹足綱（巻貝） 種、二枚貝綱 種が同定された。なかでもイボキサゴが圧倒的な専有種である点

は、東京湾東岸地域の大型貝塚に共通した特徴である。イボキサゴに次ぐのがハマグリであるが、その

割合はそれほど多くはない。花輪貝塚の位置する都川周辺地域では、すでに樋泉と西野による詳細な研

究がなされており、同地域の後期貝塚では、イボキサゴを除いた組成のうち、アサリ・シオフキなどの

合計がハマグリとほぼ同じ割合になることが明らかになっている（樋泉・西野 ）。そして、今回の

花輪貝塚の分析においてもこれと同様の傾向を追認することができた。しかし、個々の地点を細かく見

ていくと、組成に多少のバリエーションも認められる。

第 貝層に位置する グリッドは、水洗後残留物の全量を分析対象としたことから、他のサンプル

に比べて同定個体数も多く、遺跡全体の組成に影響を与えてしまっているが、上述の周辺貝塚の傾向と

よく一致する。第 貝層の グリッドではイボキサゴの割合が少なく、二枚貝類の多いのが特徴であ



る。また、二枚貝類のうちハマグリの割合は少なく、アサリが多い。貝層の堆積は他の地点に比べて薄

く、貝殻破砕率（同定貝殻重量 貝殻総重量）も、ほかは平均 ％以下なのに対し、 ％と高く、特に

上層部では ％にまで達する。第 貝層の グリッドは、イボキサゴとハマグリの割合は多いもの

の、他の地点では見られない淡水産のカワニナや汽水産のヤマトシジミを含む点が大きな特徴となって

いる。ただし、これらの種が積極的に採取された状況を示すほどの量ではない。一方、同一地点のコラ

ム間では組成にほとんど変化が見られない。組成の均質性は二次堆積の特徴のひとつであるが、分析地

点は台地平坦部 肩部に位置しており、後世の撹乱を受けた可能性も低いことから、貝層が混在するに

至った何らかの要因を考えなければならない。

ハマグリ・アサリの殻長・殻高

殻長はコラムサンプルごとのデータを掲載し、地点ごとに集計したものをヒストグラム表示した。ま

た、殻高は全地点を合計し、ハマグリについてのみ表示している。なお、破損した貝殻であっても、殻

長・殻高のいずれかが計測可能であれば採用したため、試料数は同じにはなっていない。

ハマグリの殻長は、各地点ともにほぼ同様の分布を示し、コラム間の変異も認められない。遺跡全体で

は、殻長 の範囲にピークがあり、平均値は となる。花輪貝塚と同時期で、都川河口

に位置する矢作貝塚の平均値は 、村田川水系の木戸作貝塚の平均値は で（樋泉・西野

）、これらとほぼ同サイズである。アサリの殻長は、出土数の多い グリッドでは を超える

大型の個体が含まれるのに対し、出土数の少ない グリッドは大型の個体を欠き、 以下の個体

を含む。全体としては、ハマグリは殻長 、アサリは殻長 と、ほぼ同程度のサイズを境とし

て出土数が急増する傾向が認められ、採集具の条件や意識的な選択性が働いている可能性が考えられ

る。また、アサリには殻長 の階級幅を中心とした弱いピークが認められるが、これはイボキ

サゴ採集に伴って混獲された個体と考えられる。

魚類組成

軟骨魚綱 種（タイプ）、硬骨魚綱 種が同定された。軟骨魚綱には、エイ・サメ類が含まれ、神

経・血管棘の離脱痕の形態から 種類に分けられたが、手持ちの標本も少なく、詳細は不明である。

調査時採集資料からは、クロダイ属 点とスズキ属 点が同定された。このうちクロダイ属は 点が

前上顎骨で、赤沢（ ）による推定体長は 程度となる。

コラムサンプルから採集された魚類骨の量もそれほど多くはない。分析量の最も多い グリッドで

も に過ぎないが、逆に分析量を半分にした グリッドは を測り、地点による偏りが認めら

れた。一方、同一地点内では、特定のコラムから集中的に出土するという傾向は見られず、貝類の場合

と同様に混在している状況を伺うことができる。抽出資料で最も多いのはタイ類に特徴的な形態の遊離

歯であったが、これはクロダイ属に由来するものであろう。同定資料数が少ないが、中型魚ではクロダ

イ属、小型魚ではニシン科（マイワシ）を中心に、キス属・サヨリ属が多く捕獲され、今回は稜鱗のみ

であったがアジ科（マアジ）も含まれることが考えられる。



哺乳類

哺乳類骨の出土量もそれほど多くはなく、同定されたのはシカ・イノシシ・ネズミ亜科の 種のみで

あった。このうち、ネズミ亜科の下顎第 後臼歯は グリッドのコラムサンプルから検出されたもの

で、自然死した個体であろう。このほかに、イヌの咬み跡が残る骨が確認されたことから、その存在が

想定され、遺跡内に埋葬犬として残されている可能性が高い。

シカとイノシシの出土量は、同定破片試料数がいずれも で、部位別に集計した最小個体数は、シカ

が 、第 後臼歯を含む左下顎骨 点が同定されたイノシシが である。グリッド別では、シカは

グリッドから 点、イノシシは グリッドから 点が出土し、一定の地点に集中する傾向が認められ

る。特に グリッド 層からは、シカの腰椎・脛骨・中足骨が出土しており、同一個体に由来する可

能性も高い。イノシシの下顎骨は、新美（ ）による萌出段階区分で、第 後臼歯の第 咬頭が萌出

途中のものと第 後臼歯の萌出が完了しエナメル質の磨耗が第 咬頭に及ばないものとがあり、それぞ

れ 段階と 段階に相当する。このうち前者については、生後 回目の冬を中心とした時期に死亡

（捕獲）した可能性が高い個体とされる。

骨角貝製品

調査時採集資料中に、貝刃 点と切断痕のある鹿角 点が含まれていた。貝刃は グリッドの

から出土している。ハマグリの左殻が利用され、丁寧な加工で細かな刃部を作り出している。殻長

を測り、大型の個体が選択されていることがわかる。切断痕のある鹿角は グリッドから出

土している。全体に風化が著しいが、幹部の一端に大きく 方向から切り込みを入れた状況が観察され

た。角の直径は を測る。鹿角は狩猟・装身具を問わず、様々な道具の素材として盛んに利用さ

れるため、このような切断痕をもつ資料の出土例も多い。

花輪貝塚形成についての若干の検討

花輪貝塚からは、明確に分層できない均質的な組成を示す貝層が特徴的に認められた。これは斜面部

で起こる滑落などの二次堆積ではしばしば認められるが、今回の分析地点はいずれも台地上に位置して

おり、後世の撹乱などの可能性も低いとされている。この点について西野雅人氏から、消費から廃棄の

間にすでにイボキサゴと二枚貝が混在した可能性があり、台地上に薄く広がる均質的な貝層と堆積期間

（遺跡の存続期間）の短さとの関係については、短期間で大型貝塚を形成しようとする意図が働いてい

たのではないかとの指摘を受けた。これは貝の廃棄の繰り返しによって形作られる、結果としての環状

貝塚という形態に対し、まず環状貝塚という形態ありきという意識が働いていた可能性を示すものであ

り、縄文人の持つムラの形態（概念）に対する強いこだわりによって作り上げられたものと捉えること

ができる。また、今回の分析対象からは外れているが、遺跡の南 西側に位置し、都川本流を臨む斜面

部に形成された貝層についても同様の状況が予想され、単純な廃棄・堆積によるものばかりではなく、

例えば古墳がそうであるように、外部から見られることを意識したもので、都川とその河口域に広がる

干潟を往来する周辺の人々に対して、花輪貝塚というムラの存在を誇示するための手段と考えることも

できるのではないだろうか。
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第12表　貝類出土量集計 



第37図　貝類組成グラフ（1） 



第38図　貝類組成グラフ（2） 
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第39図　ハマグリ殻長・殻高分布 

第40図　アサリ殻長分布 
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．まとめ

．発掘調査の成果

今回の調査結果で以下の成果が得られた。

．旧石器時代の遺物として、 から小石刃が 点出土している。

．縄文時代の住居 軒と貝層 ヶ所が検出され、両者共に堀之内式期に限定されるものと思われる。

．出土遺物は堀之内 ・ 式が圧倒的に多く、次いで阿玉台式土器である。周辺の遺跡で数多く認め

られる加曽利 式・ 式土器の出土が極めて少ない。

． の最下層では前期後半の土器を主体とした包含層が検出された。谷の部分に前期後半から中

期前半の包含層が存在する可能性がある。

． の竪穴住居跡出土土器（第 図 ）の紐線土器は波状口縁を有するなど、佐倉市吉見台貝塚

地点出土の第 群 類、酒々井町伊篠白畑遺跡出土の 群 類土器に対比され、土浦市上高津貝塚

地点 層で確認された堀之内 式の新しい段階に位置付けることができ（大内 ）、第 図

の幾何学的磨消縄文の土器の出土もこれを裏付けている。

． 検出の竪穴住居跡は壁柱穴の配置から 軒以上の重複の可能性がある。炉の中から堀之内

式土器が出土しており、近接する時期の重複であろうと考えられる。

． の注口土器は堀之内 式に比定される。完全な形に復元でき、意識的に埋納された可能性が

ある。ほぼ同じ時期の注口土器は、千葉市台門貝塚や八反目貝塚から出土しているが、表採によるも

ので出土状態は不明である。横浜市帷子峯遺跡第 号土壙で、注口土器 個体が、完形深鉢形土器と

石棒状製品と共に焼土から出土しており、特殊な儀礼的な遺構と考えられる。

． 出土の埋設土器は堀之内 式期の中段階に位置付けられる。周辺の矢作貝塚・台門貝塚・草

刈場貝塚・築地台貝塚からも堀之内 式の埋設土器が出土している。竪穴住居覆土中に構築している

点から、下の竪穴住居跡は堀之内 式期の中段階以前となるが、加曽利 式土器が出土していない

点から、堀之内 式期に限定されるものと思われる。

．古墳時代 平安時代の住居が 軒検出された。縄文時代の遺構はこれらに壊されてものもある。対

岸の立木南遺跡では 軒の住居が検出されており、当遺跡ではそれ以上の集落が想定される。

．千葉市内の縄文時代中・後期の遺跡と花輪貝塚

千葉市内における縄文時代中・後期の貝塚については、武田宗久氏による一連の研究（武田

）により概要が纏められており、分布調査資料を基にした市内の縄文時代中期の遺跡動向について

も既に分析がなされている（青沼 ）。その後刊行された資料を加えたものを第 表に示した。以

下、これらを基に千葉市内の縄文時代中・後期の遺跡の動向を概観してみたい。記述では 浜田川・花

見川流域、 汐田川（小中台川）流域、 葭川流域、 都川下流域北岸、 都川下流域南岸、 都川中

流域、 都川上流域、 仁戸名支谷中・上流域、 村田川下流域、 鹿島川中流域に分けて行う。

の浜田川・花見川下流では、中期中葉の遺跡は殆ど認められず、中期後半に奈良熊・奈良熊南遺跡



の地点貝塚が形成されるが規模は小さい。後期前半になると長作築地・犢橋貝塚等の大型環状貝塚が形

成される。花見川上流では加曽利 加曽利 式期の井戸遺跡と、加曽利 堀之内式期の住居が

検出された馬場塚遺跡がある。分水嶺を越えた勝田川流域では、加曽利 安行 式期の環状集落

である内野第 遺跡がある。馬場塚遺跡では中期後半の、井戸遺跡では加曽利 式期の、内野第 遺

跡では加曽利 式期と安行 式期の貝ブロックが検出されており、後期中葉以降に東京湾 犢橋貝塚

井戸遺跡 内野第 遺跡 （千代田遺跡）の印旛沼南岸地域遺跡群への、オキアサリを中心とした海

産資源の供給ル トが形成されたものと思われる。

の汐田川（小中台川）は、上流で宮木野支谷と園生支谷に分岐する。合流地点付近には小中台 ・

牛尾舛遺跡等の加曽利 式を中心とした遺跡があり、貝ブロックが検出されているが、後期の遺構は

検出されていない。後期堀之内式期の東ノ上西・東ノ上東貝塚とは、占地を異にするようである。園生

支谷の最奥部には後期初頭から晩期前半まで貝層を形成する園生貝塚がある。

の葭川流域東側では、二十五里・二十五里北・東寺山貝塚の阿玉台 加曽利 式期前半の環状貝

塚と、根崎・台畑・稲城台等の集落が並行して存在する。それらが加曽利 式期後半に分散化し、台地

南側の海老遺跡と、東側台地の餅ヶ先・すすき山・愛生遺跡等の加曽利 式後半 称名寺式期の遺跡を

形成したと考えられる。餅ヶ先遺跡では、加曽利 式終末期 称名寺式期の住居 軒に対して堀之内

式期の住居 軒であり、これらの遺跡は後期以降に再び殿台貝塚に集約したと思われる。草刈場・荒屋

敷・台門貝塚が密集する貝塚町貝塚群の形成はこのような流れの中で捉えられ、荒屋敷北貝塚では加曽

利 式期の住居 軒が、谷津上遺跡では堀之内式期の住居 軒が検出され分散化の傾向が窺える。

都川下流域南岸には矢作・押本貝塚があり、両貝塚とも中期後半 晩期前半とされている。矢作貝

塚では堀之内式期の住居 軒の他に、人骨 体が検出されている。また、釣針・刺突具等の骨角器も多

く、東京湾沿岸浅瀬から湾央部の広域漁場による、クロダイ・マダイ等を中心とした漁法が行われてい

たことが推定されている。また、押本貝塚は立合調査により、堀之内 式土器を主体とした貝層が確認

されており、花輪貝塚と並行する時期に都川を挟んで対峙していたことが判明している。

の都川中流域では多部田貝塚の他に、うならすず・川井・道ノ下・駒込・野呂宮ノ台遺跡等の堀之

内式期の遺跡がある。多部田貝塚の貝層は称名寺式期 曽谷式期に形成され、貝層中から加曽利 式

期の住居が検出されている他、貝層下には加曽利 式期の住居がある。小谷を挟んだ北側のうならす

ず遺跡では、加曽利 式終末期の土壙内にキサゴを主体とした貝ブロックが検出されている。堀之内

式期の住居は、うならすず・野呂宮ノ台遺跡において、 回の拡張を行った入口施設を有するもの

が台地肩部から斜面部にかけて検出されている他、駒込遺跡では台地平坦部に多数の壁柱穴を持つ住居

が 軒検出されている。野呂宮ノ台遺跡では、堀之内式期の住居跡内にキサゴ・ハマグリ・アカニシを

主体とした加曽利 式期の貝層ブロックが検出されている。

の都川上流の誉田高田貝塚では、貝層は堀之内 加曽利 式期で貝層形成は中流域より 時期遅

れる。加曽利 式は少ないが、周辺に加曽利 式期後半の濃密な散布地の冬寒台遺跡や瓜ヶ作遺跡が

ある。

の仁戸名支谷中・上流域には、月ノ木貝塚・菱名台貝塚の阿玉台 加曽利 式期前半の大型環状

貝塚や、阿玉台式期の越川戸遺跡がある。月ノ木貝塚に対峙するへたの台貝塚は、加曽利 式期で時



期が若干新しいようである。これらの遺跡からも堀之内式土器は出土しているが、遺構は未確認であ

る。長谷部貝塚は阿玉台 堀之内式期まで貝層が形成されているようであるが、詳細は不明である。築

地台貝塚では、堀之内式期と安行 式期の住居の他に、甕棺や屈葬人骨が検出されている。加曽利

式から称名寺式までは北側貝層周辺に、堀之内式期から加曽利 式では南側貝層周辺に居住地が変

化していることが指摘されている。

の村田川流域は一地域を全面発掘した状況を呈している。中期の遺跡群の展開については概要が示

されており（西野 ）、葭川流域東側と同じ状況が認められる。阿玉台 加曽利 式期前半の大型環

状貝塚である有吉北・有吉南貝塚と周辺には鎌取場台・南二重堀遺跡等が並行する他、加曽利 式期

の高沢・有吉・有吉城・御塚台・大膳野北遺跡が、加曽利 式期の鎌取・六通金山遺跡等の住居

軒で構成される遺跡がある。加曽利 式期には、前記の遺跡の崩壊・分散化があり、遺跡の交

代が認められる。後期 弥生時代前期まで継続する六通貝塚や、後期中葉まで貝層形成が行われる上赤

塚・大膳野南貝塚等の形成がはじまる一方、貝層形成が堀之内式期に限定される小金沢・木戸作貝塚等

の環状貝塚も存在する。

の鹿島川中流域では中期後半の加曽利 式期に、芳賀輪・芋ノ谷東・僧御堂遺跡等の拠点

となる遺跡が出現し、野呂山田・八反目貝塚等の加曽利 式期のキサゴ・ハマグリを主体とした貝ブ

ロックを伴う遺跡と、堀之内式期前後に交代する。 の野呂宮ノ台遺跡と の野呂山田貝塚は分水嶺と

なる同一台地上にあり、八反目台貝塚と共に水系は異なるものの、遺跡の内容は共通点が多いと思われ

る。

以上千葉市内の縄文時代中期中葉 後期前半の遺跡の動向を纏めると次の様になる。中期中葉は、葭

川流域、都川下流域北岸、村田側下流域に遺跡の集中が認められる他、各水系に単独の大型環状貝塚が

存在する。中期後半 後期初頭では、大型環状貝塚が消滅し、遺跡が分散化する。従来遺跡が希薄であ

った内陸部にも多くの遺跡が出現する。これは都川河口の干潟縮小による海産資源の枯渇によるもの

で、反面内陸部の森林資源の利用を促進したと思われる。後期前半の堀之内式期には、再び多くの大型

環状貝塚が形成される。前段階の地域の拡大を受け、浜田川・花見川流域や都川中・上流域にも大型環

状貝塚が出現するが、これらは加曽利 式最終末期から集落を形成し始める。荒屋敷・有吉北貝塚の

ような中期の環状貝塚が、中央部に群在する小竪穴群を形成し貯蔵穴や墓壙としているのに対し、加曽

利南貝塚のような後期の環状貝塚は、中央部を空白部とし貯蔵穴や墓壙は別地点に設定しており、中期

と後期では集落形態や貯蔵形態に大きな変化が認められる。花輪貝塚は堀之内式期のみに限定される可

能性があり、同様の遺跡は村田川流域の木戸作遺跡他数遺跡しかない。

．花輪貝塚と加曽利貝塚

千葉市全域に認められる中期から後期前半の遺跡群の変化は、加曽利貝塚周辺でも色濃く認められ

る。中期の阿玉台 加曽利 式期に貝層形成のピ クを迎える加曽利北貝塚に並行して、古山支谷を

隔てた蕨立・さら坊貝塚が存在し、加曽利 ・ 式期には北側に京願台遺跡が形成される。加曽利

称名寺式期には大作北遺跡・加曽利西貝塚・加曽利貝塚隣接地の諸遺跡が加曽利貝塚の西側に展開

する他、東傾斜面でも加曽利 安行 式期の住居が検出されており、遺構が台地全面に展開してい



く。次の時期の堀之内式 安行 式期に貝層形成を行っている加曽利南貝塚の堀之内式期の住居は、南

貝塚貝層内とその周辺に限定されている。

花輪貝塚と加曽利貝塚は、浅い谷を挟んで で対峙する。花輪貝塚周辺の中期後半 後期の住居

が検出された遺跡は永作北遺跡のみで、花輪貝塚でも遺物の出土状態から、遺構は堀之内式期に限定さ

れる可能性がある。遺跡の分布から、花輪貝塚の集落を形成した人々は加曽利南貝塚と共通していると

思われる。埋設土器や埋納された注口土器・人骨の出土は、花輪貝塚において葬送や祭祀が行われてい

たことを示しており、加曽利南貝塚と強い関係を有しながら独立した集落を形成していたことが窺え

る。

．花輪貝塚をめぐる問題点

花輪貝塚の特色の第 点は、立地にある。都川河口付近の浅い谷に立地し、都川と仁戸名支谷の合流

点が望見できる。貝塚が形成された堀之内式期には、都川中・上流域に多部田・誉田高田貝塚が、仁戸

名支谷に築地台・長谷部貝塚等の大型環状貝塚形成され、都川や仁戸名支谷は貝採捕・搬送のための重

要な水路となっていた。遺跡は、このような都川河口部に至る水路を押さえる重要な地点に位置する。

第 点は、集落形成が堀之内式期に限定される点である。大型環状貝塚の集落形成は、一般的に加曽

利 式最終末 加曽利 ・安行式期で、加曽利 式期以降は獣骨層の形成も認められるが、花輪貝塚

では全くこの傾向は認められない。

第 点は、周辺に前後する時期の遺跡がない。周辺遺跡は、前記したように加曽利 式期の住居

軒を検出した永作北遺跡のみで、加曽利貝塚周辺の遺跡を除いては前後する時期の遺跡がない。

第 点は、貝層の形成である。西野雅人氏の指摘によれば（市原市文化財センター）都川・村田川の

中・後期の大型貝塚は、 イボキサゴ層、 二枚貝層、 両者の混在層の 種によって形成されてい

る。花輪貝塚は、単独層はほとんどみられずに良く混じりあった混在層が貝層を構成し、厚くなく均一

であることが特徴とされる。混在層で貝層を形成する例は、村田川水系の上赤塚・大膳野南貝塚があ

り、貝層の大半は堀之内式期である。両者は核となる六通貝塚を中心に分布しており、短期間で大型貝

塚を形成する意図が窺えるとの指摘がなされており、花輪貝塚と共通する可能性もある。

花輪貝塚のように、短期間に直径 の大型環状貝塚を形成した例は他になく、後期の大型貝塚形

成課程の解明や加曽利貝塚との関係究明の上でも重要な貝塚である。
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第18表　千葉市内縄文時代中・後期の遺跡地名表 





第41図　千葉市内縄文時代中・後期主要遺跡分布図 
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第 貝層近景 第 貝層堆積状況（ トレンチ）
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花輪貝塚出土貝殻 

花輪貝塚出土人骨 

オキアサリ 

イボキサゴ 

マガキ イボニシ 

シオフキ カガミガイ 

ウミニナ カワニナ アラムシロ 

アカニシ ツメタガイ 

オキシジミ 

オオノカイ 
アサリ 

ハマグリ 



下顎骨［M3］Ｌ（J5）

ニホンジカ

下顎骨［M2・M3］Ｌ（F5） 下顎骨 Ｌ(F5）

下顎枝 Ｌ（F5）

下顎第２切歯 Ｌ（D4）

上顎骨［P4・M1・M2歯根］Ｌ(F5）

肩甲骨 Ｌ（F5）

上顎第３後臼歯 Ｌ (F5)

大腿骨 Ｒ（F5）

イノシシ

ネズミ亜科

下顎骨［P2・P3］Ｌ (J5)

尺骨 Ｒ (F5）

末節骨 Ｒ（F5）

脛骨Ｒ（J13）
イヌの咬み跡が見られる

イノシシ・シカ：Ｓ=1/3
ネズミ亜科：Ｓ=3/1

下顎第２後臼歯 Ｌ（K10）
      （コラム⑤１㎜）

花輪貝塚出土の哺乳類遺体

角座骨 Ｌ（F5）

落角角座部 Ｒ（D4）



ニシン科

　　腹椎骨
（J5コラム③２㎜）

　  尾椎骨
（J5コラム④１㎜）

貝刃 ハマグリ Ｌ
　 （J12-P5-5）

コラムサンプル出土の魚類遺体

切断痕のある鹿角
　　　　(F4）

　　椎骨
 (B5コラム⑤２㎜）

　 　椎骨
 (B5コラム⑧４㎜）

 前上顎骨 Ｌ
　　（D4）

 主鰓蓋骨 Ｌ
　　（F5）

 第１脊椎骨
(B5コラム⑤１㎜）

　  尾椎骨
（B5コラム⑨２㎜）

　　腹椎骨
（B5コラム⑤１㎜）

　　尾椎骨
（B5コラム⑤１㎜）

貝層出土の骨角貝製品 （S=1/2）

軟骨魚綱 マイワシ

ウナギ属 キス属？キス属

クロダイ属

スズキ属

サヨリ属

　  腹椎骨
（B5コラム①１㎜）

　　尾椎骨
（K10コラム②１㎜）

　  歯骨 Ｌ
（K10コラム④２㎜）

アジ科

　　稜鱗
（B5コラム⑨２㎜）

フグ科

    歯骨 Ｒ
（B5コラム⑨１㎜）

ハゼ科

　第１脊椎骨
（K10コラム④１㎜）

Ａタイプ Ｂタイプ

調査時採集の魚類遺体 (S=1/1)

臀鰭第２棘
　 （D4）

 （S=3/1）
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                  誤      →     正  

 

５８ページ 上から５行目 縄文時代の住居 28 軒   → 縄文時代の住居 29 軒 

上から１７行目      八反目貝塚  → 八反目台貝塚  

上から２９行目    （青沼 1988）  →（青沼 1990） 

 

５９ページ 上から８行目 上流で宮木野支谷と    → 上流で宮野木支谷と 

      上から１２行目 二十五里・二十五里北 → 廿五里・廿五里北  

上から１４行目 餅ヶ先・すすき山   → 餅ヶ崎・すすき山 

上から１５行目 餅ヶ先遺跡では、   → 餅ヶ崎遺跡では、 

上から１９行目 矢作・押本貝塚    → 矢作・押元貝塚 

上から２２行目 押本貝塚は立合調査に → 押本貝塚は立会調査に 

   

６０ページ 上から１５行目 野呂山田・八反目貝塚 → 野呂山田・八反目台貝塚 

      上から２０行目 村田側下流域に    → 村田川下流域に 

 

６１ページ 上から１９行目 西野雅人氏の指摘によれば（市原市文化財センター） 

 → 西野雅人氏（市原市文化財センター）の指摘によれば 

上から２０行目 課程の解明や     → 過程の解明や 

上から２２行目 青沼道文１９８８   → 青沼道文１９９０ 

       上から２３行目 『貝塚博物館紀要』千葉市立加曽利貝塚博物  

→ 『貝塚博物館紀要』第１７号千葉市立加曽利貝塚博物   

 

報告書抄録  コード遺跡番号    若葉区-120   → 若葉区-130  

特記事項欄            馬蹄形貝塚   → 環状貝塚 

主な遺構欄         竪穴住居跡 ２８軒 → 竪穴住居跡 ２９軒 

 

 奥付    上から５行目  〒 ２６０－００２５ → 〒 ２６０－８７３０ 

上から６行目 ０４３－２６５－５９６２ → ０４３－２４５－５９６２ 
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千葉市花輪貝塚全体図
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